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【生活の流れ】 

時 間 活 動 内 容 

8：30 登園バス出発 

9：30 登園・身辺整理・自由あそび 

10：30 朝の会（歌・手あそび・出欠調べ・スケジュール確認など） 

10：40 設定活動(からだ、つくる、さんぽ、リズム、グループ活動など) 

11：30 給食 

12：30 自由あそび（主に園庭あそび） 

13：15 かたづけ 

13：30 おやつ・降園準備・終わりの会 

14：00 降園バス出発 

 茨木市立児童発達支援センター 

 あけぼの学園支援プログラム 

【運営理念】 

こども一人ひとりの特性やニーズに応じた発達支援、合理的配慮、家族支援、事業所や関

係機関と連携した切れ目のない支援の提供を行うとともに、 地域社会への参加・包摂（イ

ンクルージョン）を推進します。 

【運営方針】 

日常生活における基本的動作を習得し、集団生活に適応することができるよう、こどもの

身体及び精神の状況、並びにその置かれている環境に応じて適切な支援を行います。   

 

【営業時間】 

月曜日～金曜日 午前９時～午後５時１５分 

【 送 迎 】 

 あり ※市内を３台のマイクロバスで送迎しています。 

 



【支援内容】  集団生活の中で、遊びを通していろいろな力をはぐくむ 

 

 

 

 

 

 
 

◎小人数（１クラス９～10 人）のクラス編成でこども一人ひとりが自分の力を発揮できるよう、日々取

り組んでいます。 

◎クラスを拠点に「個々に合わせた生活経験の積み重ね」を大切にしながら、遊びを通してこどもの成長

発達を促します。（遊び＝５領域の活動） 

◎「ご家庭との協力、連携」を大切にして支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 

 

人 

 

支 

 

援 

領域 支援内容 

健康・生活 
・毎日の生活のなかで、食事・排泄・着脱・清潔・荷物整理などの基本的な身辺自立に向 

けて、こどもの特性や発達の様子に合わせて支援します。 

 

運動・感覚 

・いろいろな感覚を経験できるよう、さまざまな体育遊具を使って体を使った遊びを行 

い、体をコントロールして動かす力を育てます。夏はプール活動も行います。 

・いろいろな道を大人や友だちと歩いたり、遊具のある公園に出かけたりします。 

・苦手な感覚などに配慮し、こどもに合わせた活動への参加の仕方を考えます。 

 

認知・行動 

・紙や絵の具、粘土、ハサミなど様々な素材の感触や道具の扱い方を経験しながら、手

指を使う力や目と手の協応性を育むとともに、活動に見通しを持って取り組む力など

を育てます。 

・ペープサートや歌紙芝居を見る、音楽を聞いて体を動かす、楽器を操作するなどの活 

動を通して見たり、聞いたり、表現したりする力を育てます。 

・ミニカーやプラレール、ブロック、パズル、プットイン玩具など、一人ひとりの興味 

や関心に合わせて、友だちや大人と遊びます。 

 

言語 

コミュニケー 

ション 

・遊び、給食、おやつなどの生活場面を通して、「このおもちゃが欲しい」「もう１回し 

たい」「これは嫌だ、こっちがいい」などの気持ちをくみとり、言葉や動作、表情、 

絵カード交換などのこどもに合わせた手段で伝える力を育てます。 

・生活面や活動の中で見たり、聞いたり、模倣したりする活動を通して、「物事への理 

解」「伝えようとする意欲」「人との関り」などの力を伸ばします。 

・２～３クラス単位で、こどもの興味や関心に合わせてグループを編成した「グループ

活動」も行います。 

人間関係 

社会性 

・集団遊びなどを通して、自分以外の人の存在に気づき、大人や友だちと一緒に遊ぶ経

験をします。やり取りを行うなかで人との関係の基礎を築きます。順番待ちや交代な

どの経験をしながらルールがあることを知り、社会性を育てます。 

身のまわりのことをする力 

食への興味･食べることの楽しさ 

排泄習慣と自立 

 

 

 

毎日の生活の中で 

伝える力・理解する力 

やりとりの楽しさ 

毎日のかかわりの中で 

興味･関心・意欲 

粗大運動・手指の操作性 

社会性 

       

毎日のあそびの中で 



 

 

家族支援 

・年１回の発達検査、言語検査を行います。また、希望に応じて心理士、言語聴覚士、作 

業療法士への相談もできます。 

・保護者に向けた研修を年数回行います。 

・子育ての情報提供(ほけんだより、園だより、共に育つ発行)を行います。 

・日常の様々な機会 （ノート・電話・クラスだより・参観・懇談） を活用し、日々の様 

子の伝達や情報共有などを行いながら、お子さんとの関り等について一緒に考えます。 

地域支援・地域連携 
・あけぼの学園以外の事業所を利用されている場合には、保護者の承諾のもと、情報共

有等を行います。 

移行支援 

・保護者の気持ちに寄り添いながら、必要に応じて８、９月頃に進路相談や進路に関す 

る情報提供を行います。 

・進路先への紙面での情報提供や対面での引継ぎなどを行います。 

主な行事等 

・入園式・親子遠足（春・秋）、運動会、卒園式・修了式・誕生会（２か月に１回）など 

を行います。 

・その他、クラス参観・懇談会（年間３～４回）  

職員の質の向上に向

けた取り組み 

・外部講師による研修（年５～７回）内部講師による研修（年３～５回）、その他、虐待 

防止に関する研修、感染症やけいれん発症時の訓練等を行っています。 

その他の取り組み 
・安全計画を作成し、避難訓練（毎月１回）や防災訓練、心肺蘇生の訓練、救急搬送を伴 

う訓練等を行います。 

 


